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AIC　Color　97　Kyotoで思ったこと
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難覊爨 鑵 靆聽 藤 糠 鵜靉覊 韆

　1997年 5月 30日，34力 国か ら の 代表 は，形容する の

がやや難しい 会議を終えて ， それぞれ京都国際会館を

去 っ て い っ た 。 よく組織 された ， レベ ルの高い ， 成功

した，ある い は他の どの ような言葉も，あの熱気を表

現する に は妥当でな いように思われる 。

　主催者は会長 が秋田宗平先生 ， 前会長が神作博先生

で ある日本色彩学会で あ っ たが，お二 人は納谷嘉信先

生，小町谷朝生先k ，池田光男先生 らの いろいろな委

員長に助け られ て いま した。そ の 結果 ， 大会は。い ろ

い ろな研究室 で 生産された過剰とも言え る績果か ら，

真に保存に価値のあつ，かつ 21世紀に向けて 意味のあ

るものを抽出すると い う役割を果たすこ とがで きたの

で ある。

　大会 は 「日本 にお ける 色 と質」と い う特別講演を，

平山郁夫先生のような権威者か ら直接聞 くこ とから始

ま っ た 。 続いて ， 国際的に著名な招待講演者たちが ，

色彩科学 の 絶え ざ る 進展を支 え て い る彼らの グル
ープ

やチ
ームの成果を紹介したが， それはまるでスポ ッ ト

ライ トを浴びる ス テ
ー

ジ上 の出演者の ように注目を集

め て いた 。

　60D名の出席者の うちの3DO名以上が日本人で あっ た 。

こ れは注 目に 値 する こ と で ある 。 多くの国では ， 残念

なが ら研究者の問に溝が存在 して いる 。 ところが この

日本で は，色彩科学は 3世代にわた っ て連綿と続い て

お り，か つ ，そ れらはお互い に融合し，こ の国の色彩

科学における教育努力に成 功 し， 伝統の継続を保証 し

て い る 。

　AIO の考え は こ の大会 の 枠組み の 中に うま く含め

られて い た 。 京都ホテ ル で持たれたバ ンケ ッ トで の鏡

開 き に お い て ，こ れ か ら の iggB年か ら2目02年 ま で

Aio の会長を務める池田光男先生は ，
　 Aio の発展 を

祈念 し て桝を挙 げよう と 提案 ざ れ た 。 優美 ， 伝統 ， 本

当の友情 ， 全てがユ ニ
ー

クで記憶に留め たいこと で あ

っ た 。

　紙面の制限があるが研究内容 にも少 し触れ て おきた

い 。 古典的 （局部的）な色 彩学が，種々の 分野で 応用

され て い る こ と ， そ して マ ネージメ ン トや デ バ イ ス イ

ン デ ペ ン デ ン シー
でも活用されて い る こ とが報告され

た 。 再 現された像の質の評価 は ， 従来の計測の段階を

越え て ，心理物理学的また心理的な評価の 段階へ 進 ん

できた 。 たとえ ば，自然さとい うようなものも尺度化

され つ つ ある 。 心理学者は京都 に おいては脚光 を浴び

た存在 で あり ， 彼 らは ， 網膜 で の色 コ
ー

デ ィ ン グか ら

始ま り，初期 の視覚の 境界を経て，認識ま で積み 上が

っ て い く ピラ ミ ッ ドの 頂 点を 形成する感 1青， 好み
， 調

和などの影響の定量化にも挑戦 しようとして いる。

　京都 で は多次元的な研究手法が紹介ざれた 。 すなわ

ち，多チ ャ ン ネル視覚モ デ ル，包括的な冕え，異なる

感覚の連合 による知寛 ， 文脈 ， 記億 ， 学習などであり ，

すべ て実験室から実際の場に出て の研究で あ っ た 。 中

で も注目した い の は，こ こ数年にわたっ て 発表 してき

た池田光男先生の認識 レベ ル でのモデル化であろう 。

　結語 と して は，環境色彩の 傘 の 下に展開され ， 段階

的な拡大を示しつ つ ある い くつ かの 研究に触れて おく。

すなわち，室内に つ い て は ， 1 フ ィ スか ら劇場 へ
， さ

らに振 り付けと色 ， 色彩公害な ど，また都市景観につ

い て は ， 建築物の フ ァ サードか ら色 コード， そ して建

築と融合 した景色 へ ，など で あ る 。 最後に は，斎藤美

穂先生によっ て発言ざれた太陽の色を上げてお く。こ

れはもう哲学の世界で ある 。 （訳　池田光男）

着物姿の ロン キAIC会長
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